


〈教育委員会：全体教育担当〉 

 当院では根拠に基づいた臨床実践ができる職員の育成をめざして定期的に院内勉強会を開
いています。しかし昨年度末からインフルエンザ感染予防、また新型コロナウイルスの感染
予防のため参加者を制限したり、中止したりするようになりました。そこで、できるだけ多
くの職員が研修を受けられるよう、インターネット回線を使ってのオンライン勉強会を6月
から開始。「ズーム」というアプリを使って、講師担当の職員が会議室で講演する映像を配
信すると、院内の各部署にあるパソコンで、その模様を視聴することができます。 
 その結果、会議室に集まって開いていた頃より多くの職員が、勉強会に参加できるように
なりました。 



 この度の災害派遣に付きましては、何と言っても勤務先、職場の方々の理解と協力があって
こそ、被災者の方々に少しでもお役に立てればと思い参加しました。 
 災害派遣期間は、７月１３日～２０日の計８日間でしたが、当時、 
豪雨災害（７月４日）から、９日程経過していたものの、手付かず 
状態の所がほとんどで、生活ごみが散乱し、テレビで見るより悲惨 
な状況に悲しくなり、唖然としたのを覚えています。 
 一日も早い復興を願うばかりです。  
                 〈総務課 営繕係：池上 和浩〉 
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 「ひと」  その人らしさを大切に 

「こころ」 こころのリハビリを通して 

  「和」   地域に和をひろげます 

こころを病む方々の「ひと」としての尊厳を何よりも尊重し、患者さんやご家族
に、やさしさと思いやりの心で接します  
 
医療にかかわるプロとしての自覚と誇りを忘れず人間的成熟を目指し、たゆまぬ
努力を続けます  
 
全ての職種の職員は、それぞれの専門性と役割を果たすと共に互いに連携し合い、
より質の高い医療サービスを提供します  
 
地域との情報交換を密にし、予防と安らぎの場を提供しながら、社会復帰を通し
た生活活動支援に積極的に取り組みます  
 

一、人権の尊厳 

一、人間的成熟 

一、チーム医療 

一、地域社会との連携 

病院の理念 

病院の基本方針 

●ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 

病院所在地 ＆ ｱｸｾｽﾏｯﾌﾟ 

特定の食品やサプリメントにより新型コロナウィルスに対する免疫を特別に強
くすることはできません。  

免疫システムが正常に働くためにはたんぱく質、ｎ-3系脂肪酸、食物繊維、ビタ
ミンA・D・E・B群（B1,B2、B6、B12、葉酸、パントテン酸、ナイアシン、ビ
オチン）C、ミネラル（鉄・亜鉛・銅・セレン）、乳酸菌などのたくさんの栄養
素・栄養素関連物質が関係しています。 これだけ多くの栄養素を摂取するために
は、いろいろな食品を摂取するしか方法はありません。 

痩せや肥満がある（栄養素の摂取が少なすぎたり多すぎたりする）と、免疫シ
ステムが働きにくくなり、ウィルスと戦う力は低下します。 

栄養のバランスが崩れ、免疫能が低下している人は食事改善により免疫能を回復
することができます。また、糖尿病や高血圧などの基礎疾患のある方は、疾患の
コントロールが重要です。 

さらに乳酸菌の摂取により、腸の免疫活性化を介して全身の免疫力が高まりま
す。 

また、体を温め血流を良くすると免疫細胞の働きが活発になるので、心地よいと
感じる程度の運動を無理なく続けることも効果的です。 

  

免疫システムを維持するには、さまざまな食品をバランス良く摂取し、栄養不良
を起こさないことが大切です。          

                         （管理栄養士 ： 池尾） 

エネルギー  238kcal 
たんぱく質    17.2g 
脂質           11.0g 
炭水化物       16.1g 
食物繊維        1.4g 
鉄        0.9mg 
  


